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5． 研究責任者 氏名 岡野健介 所属 消化器乳腺甲状腺外科

6． 共同研究機関
（共同研究機関研究責任
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9． 研究の方法
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よび外部に提供する場合
の方法等）

10． 個人情報の保護

11． 利益相反に関する状況

12． 連絡先

電話 　0172－33－5111　　　　 FAX 　　　　－　　　　－

データの管理の際には、患者さんを同定できないような識別番号を用いま
す。結果を含む情報についてはセキュリティー機能を持つパソコン内で厳
重に保管します。学会および医学雑誌への発表に際しては、年齢、性別、
疾患名、所見写真等、試験結果の考察のために必要な情報を用いること
はありますが、個人を特定できる情報は秘匿します。拒否の申し出をされ
た場合はその意志を尊重します。

弘前大学医学部附属病院　消化器乳腺甲状腺外科　岡野　健介

上記対象者患者に対して過去の記録（診療カルテ）を調査を行い臨床情
報の収集を行います。収集した情報は、個人を特定できる情報を削除す
る匿名化を行った後に、解析を行います。

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない患者
さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

弘前大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ

高齢者乳癌症例の検討

2010年1月1日から2015年12月31日までに当科で初回手術をした乳癌症
例のうち、手術日に満80歳以上の16症例を対象とします。比較対象群とし
て同期間での79歳以下の閉経後乳癌78症例とします。

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

乳腺甲状腺外科

社会の高齢化に伴い高齢者乳癌症例を経験する機会が増えてきていま
す。しかし、症例の有する様々な基礎疾患や、社会的背景などから標準
治療が行えない症例も多く治療戦略が明らかではありません。

当院で経験した80歳以上の高齢者乳癌症例の臨床的特徴や病理学的特
徴、治療法、予後などを後ろ向きに検討し、今後の高齢者乳癌診療に生
かすことです。

利益相反状態にある企業・団体はありません。

なし


